
 

 

 

 

 

 

 

 

                

 
 

７月の保護者アンケートにご協力いただきありがとうございました。生徒・保護者・

教職員のアンケートの集計結果をお知らせいたします。結果を受けまして、川湯中学校

では教職員全員で結果の分析を行い、検討・改善・実践を続け、より良い学校づくりに

向けて一丸となって努力していくことを確認しました。2学期もご支援・ご協力をお願

いいたします. 

《学校評価 結果を受けて》 
＊平均値を「３」として考え、Ａ：十分→５ Ｂ：おおむね十分→４ 

Ｃ：やや不十分→２ Ｄ不十分→１としています。 

質 問 項 目 

上段～生徒 中段～保護者 下段～教職員 

Ｒ５ 

後期 

Ｒ６ 

前期 

１ 

学校に来るのが楽しいです。 4.20 4.47 

お子さまは、楽しく学校に通っていますか。 4.26 4.29 

学校が楽しくなるよう、生徒一人一人に対応している。 4.18 4.38 

☆保護者・生徒ともに高い評価となっています。今後いっそう生徒と教員の望ましい関  

係づくりに努めてまいります。 

 

２ 

先生方は、授業をわかりやすくするために、工夫してくれている。 4.72 4.88 

学校は、確かな学力を身につけさせるため、ＩＣＴを活用するなど、工夫した学習指導

をしていますか。 
4.00 4.06 

基礎基本の定着と学習意欲向上の工夫に努めている。 4.30 4.50 

☆ICTの効果的な活用や研修を通して、今後もわかりやすい授業を行い、生徒の学習意欲と

学力の向上に努めてまいります。 

 

３ 

自分で計画を立てて、家庭学習に取り組んでいます。 3.08 3.35 

お子さまは、進んで家庭学習に取り組んでいると思いますか。 2.96 2.71 

日常の授業と家庭学習を関連させた取組をしている。 3.40 3.50 

☆『家庭学習に取り組む』では、生徒・教職員と保護者で評価が分かれています。一人一人

の生徒の状況に応じて、計画的に取り組んでいけるよう指導してまいります。 

４ 

読書に親しんでいます。（よく本を読んでいます） 2.96 3.12 

お子さまは、家庭での読書習慣が身についていますか。 2.48 1.94 

読書に関する関心を高めるよう継続的に指導している。 3.90 3.88 

☆朝読書の時間を全学年設定しています。夏休みには図書館の整備を行い、より生徒が読書

に親しむよう工夫を凝らした活動に取り組んでいきます。ご家庭でも読む習慣がつくよう

ご協力をお願いします。 

 

５ 

「ふるさと調査学習」や「ガイド学習」など総合的な学習の時間の活動が充実している

と思う。 
4.28 4.76 

学校は、地域と連携した総合的な学習の時間を推進できていますか。 4.04 4.06 

地域と連携した総合的な学習の時間を推進している。 4.80 4.63 

☆『総合的な学習の時間』について、高い評価となっていますが、改めて見直しを行い、生   

徒にとってより深く探究できる内容にしていきたいと考えています。 

 

６ 

学校行事（運動会など）や委員会活動、部活動に、積極的に取り組んでいる。 4.70 4.76 

学校行事、委員会活動、部活動は充実していますか。 3.55 4.06 

学校行事では、生徒の主体的な活動になるよう支援している。 4.36 4.63 

☆『行事・委員会』について、今後も時間を確保し、生徒が主体的に活動する取組を進めて  

行きます。 

 

７ 

自分の将来について真剣に考えている。 3.96 4.12 

ご家庭で「将来の夢や希望」「卒業後の進路」について話題にすることはありますか。 3.39 3.41 

キャリア教育（職業や進路）について、適切な指導、情報提供を行っている。 4.10 4.13 

☆今年度２・３年生は、「職場体験」を行いますが、キャリア教育・進路指導の充実を図り、

卒業後の進路だけでなく、将来の職業選択も視野に入れた教育活動を進めていきます。 

 

８ 

進んで運動に親しみ、体を動かす習慣がある。 4.08 4.59 

お子さまは、学校以外で体を動かす習慣がありますか。 3.13 3.76 

進んで運動に親しむよう、体を動かすことの有効性について継続的に取り組んでいる。 3.70 3.38 

☆昼休みには、体育館でバスケットボールなど球技を行っている姿が見られます。体を動か  

すことが好きなようです。また、体力テストで苦手なところも伸ばしていけるよう体育の   

授業を通して指導していきます。 

 

９ 

メディア（ＴＶ・ゲーム・スマホ）を使用する際のルールが決まっている。 3.00 3.53 

ご家庭で、メディア（ＴＶ・ゲーム・スマホ）を使用する際のルールを決めていますか。 2.74 2.65 

メディア（ＴＶ・ゲーム・スマホ）の適切な使用方法について、継続的に指導している。 4.20 3.50 

☆１学期末に「携帯安全教室」を実施し、保護者の方にも参加していただきました。心配さ

れている意見もあります。家庭でのルール決めなど、ご協力をお願いいたします。 
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10 

危険なことや自然災害から自分を守ることが身についている。 4.04 4.53 

学校は、危機管理の意識を高め、自然災害時における安全確保に取り組んでいますか。 3.95 4.18 

学校が、安全な場所になるために危機管理の意識を高め、自然災害時における安全確保

に努めている。 
4.40 4.25 

☆避難訓練を４月に実施しました。９月にも噴火を想定して実施します。熱中症対策も未然

に防ぐための対策をしっかりと取り組んでいます。 

 

11 

挨拶や礼儀が身についている。 3.92 4.65 

お子さまは、挨拶や礼儀が身についていると思いますか。 3.87 3.71 

挨拶等の基本的生活習慣の指導に努めている。 4.27 4.13 

☆挨拶・礼儀については、成果がでています。そのような中で、更に、２学期始業式に生徒

会役員より、全員がきちんと挨拶をしようと呼びかけがありました。 

 

12 

「自分には良いところがある」「どちらかといえば良いところがある」と思う。 4.04 4.53 

お子さまは、「自分には良いところがある」「どちらかといえば良いところがある」と考

えていると思いますか。 
3.59 3.76 

あらゆる教育活動を通して、自己肯定感を育む指導を充実させている。 4.20 4.25 

☆「自己肯定感」については、今まで本校の課題でありましたが、生徒からは高い評価とな

っており、今までの取組の成果が出てきております。今後も学習指導や様々な活動の中で、

生徒の長所が発揮できる場を設定し、自己肯定感を高める活動を充実させてまいります。 

 

13 

他者の気持ちを考えながら行動している。 3.92 4.59 

お子さまは、他者の気持ちを考えながら行動できていますか。 3.83 3.88 

相手の気持ちを考えながら行動する大切さを指導している。 4.56 4.38 

14 

学校は、困っているときには励まし、頑張ったときには努力を認めてくれる。 4.32 4.65 

学校は、家庭との連絡や相談に適切に対応してくれますか。 4.38 4.41 

生徒や保護者の連絡や相談に適切に対応している。 4.50 4.63 

15 

いじめを受けたり、いじめを見たら、相談しようと思う。 4.24 4.82 

学校は、困ったときやいじめがあったときには、適切に対応していますか。 4.24 4.18 

いじめの未然防止に努め、小さなことでも見逃さずに適切に対応している。 4.45 4.75 

16 

「いじめはどのような理由があっても許されない」と思う。 4.96 5.00 

ご家庭で「いじめはどのような理由があっても許されない」と思っていますか。 4.70 4.79 

「いじめはどのような理由があっても許されない」という指導を継続して行っている。 4.64 4.75 

☆今後も、教職員一丸となって学校生活の充実といじめを未然に防ぐ指導に努めて行きます。 

 

 

 

17 

学校からの連絡やプリントは、必ず家の人に見せて（伝えて）いる。 4.32 4.88 
学校は、生徒の活動の様子を、学校便りや学級通信、ホームページでわかりやすく伝え

ていると思いますか。 
4.27 4.41 

家庭への連絡や情報提供を積極的に行っている。 4.30 4.25 

☆『学校の情報』については、引き続き、学校ホームページやお便りでお伝えしていきまま 

す。 

 

《保護者アンケートの記述から》 

【部活動について】 

・部活動の時間を少し増やしてほしい。休日に体育館を使用できるのであれば、親付き添い

のもと、バドミントンをやらせてあげたい。勝ちたい気持ちがある子達なので、外部から教

える人を呼んでもいいのではないですか？  

・地域的なこともあるので、もっと部活動の指導が充実しているとありがたいです。子供達

の部活への熱意に対し、部活の時間の縮小などがあり、子供達がかわいそうに思います。 

・部活動について、練習日数、練習時間が減った。理由は先生の働き方改革と子供たちは説

明を受けたとの事。働き方改革はとても良いと思う。ただ、子供達のやる気、部活へ対する

気持ちは抑えられてしまった。チームに入ることをすすめられているが、どの様にしたらチ

ームに入れるのか…入りたいけど入れないでいるのが現状です。また自主練はかなり積極的

に行っています。 

 親が協力し合い送迎し、子供達の練習したい！強くなりたい！を応援しています。部活動

に制限が出たのは仕方ないと思います。ただ川湯だけなのか…？町内の部活に関しても同じ

ように制限されているのでしょうか？制限されるにあたり、親たちが協力できる事はないで

しょうか？自主練（文化センター）は、送迎があり、毎回お金もかかります。学校の体育館

を使わせてもらえるのか…申請はどうするのか等、気になっている親御さんたちもいると思

います。子供達の意見、親の意見を聞いて話し合いの場を設けて頂けたらと思います

部活動の件につきましては、学校便り８ 月号「巻頭言」にて説明して

おります。そちらをご覧ください。よろしくお願いいたします。 

 


